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1 テキスト処理と モ デル

現実世界の あ る 存在や 現象に つ い て 漏ら す こ と なく 「 厳密に 」 説明しよ う と す る と 、 無限の 言葉を 連ね て も

不可能で は ない か と 思わ れ る 。 古典テクストに つ い て も 、 写本で あ れ ば 一 文字一 文字の 位 置、 大き さ 、 一 点一

角、 イ ン クや 墨の 濃度や か す れ 具 合、 紙の 材質、 寸法、 厚み、 保存状態、 各部分の 日焼け 具 合、 虫食い ...など

など 、 数え 上げ た ら き り が ない ほ ど の 情報が 含 ま れ て お り 、 か つ そ れ ら が 複雑に 絡み合っ て い る 。 さ ら に テク

ストを 読む 段階で も 、 テクストの 作者が そ れ ま で に 経験した で あ ろ う 様々 なこ と が 、 多か れ 少なか れ そ の テク

ストに 反映 さ れ て い る と 考え れ ば 、 そ れ ら も テクストを 「 厳密に 」 読む た め に は 考慮に 入れ なけ れ ば なる ま い 。

しか し、 本当に こ れ ら す べ て を 扱 お う と す る と 、 文字を 一 文字読む こ と す ら 不可能で あ る 。 実際に は 、 こ れ

ら の 情報は 古典学者の 頭の 中で 、 問題意 識や 経験、 能力、 慣 習など に よ っ て 自動的に 取捨選択さ れ て い る の

で 、 こ の よ う なこ と は あ ま り 問題に なら ない 。 例え ば 、 内容を 読む こ と に 重点を 置い て い る 研究 者は 、 テクス

トの 読解に 活字化さ れ た も の を 使う こ と が 多い 。

モ デル 化と は 、 こ れ と 同じ よ う に 、 現実世界の 存在や 現象、 問題に 含 ま れ る 無限と も 言え る 情報の 中か ら 、

そ の 存在や 現象を 記 述す る の に 適当で あ る と 思わ れ る も の や 、 問題解決に 必要なも の を 抽出（ 抽象化） し、 あ

る 一 定の 構造の 中に 落と し込む 作業の こ と で あ る 。 抽出さ れ た モ デル を 分析した り 操作す る こ と で 、 対象を 完

璧に 記 述しき る （ そ の よ う なこ と が で き れ ば 、 の 話で あ る が ） こ と は で き ない も の の 、 う ま く モ デル 化す る こ

と が で き れ ば 有意 な結果を （ で き れ ば 効率的に ） 得る こ と が で き る の で は ない か 、 と い う 方法で あ る 。

モ デル 化、 と い う 方法は 、 物理学など の 理系の 分野で は 日常的に 用い ら れ て い る 方法で あ る が 、 従来の 人文

学で も 用い ら れ て き た 手法で あ る 。 た だ し、 従来の 古典学に お け る 情報の 取捨選択と 、 人文学の 情報処理に お

け る モ デル 化と の 決定的な違い は 、 前者が 無意 識的なの に 対して 、 後者に お い て は コン ピ ュ ー タを 間 に 挟む こ

と に よ っ て モ デル 化に つ い て 常に 自覚 的で なけ れ ば なら ない 、 と い う こ と で あ る 。 別の 言葉で 言え ば 、 古典学

の 情報処理と は 「 モ デル を 通じ て テクストを 読む 」 と い う こ と に なる だ ろ う 。

逆 に 言え ば 、 プ レ ー ン テキストや XMLなど も ま た 、 テキストに 対す る 見方＝ モ デル が 背景に あ る 。 す なわ

ち 、 我々 が こ れ ま で 何気 なく 行っ て き た プ レ ー ン テキストや XML を 使っ た 研究 が 、 こ れ ら の モ デル に よ っ て

我々 の テキストの 見方を 少なか ら ず 規 制して い た 可能性が あ る 。

さ て 、「 モ デル を 通じ て 古典を 読む 」 た め に は 、
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1. 既 存の モ デル の 理解

2. 新た なモ デル の 考案 （ と 実践）

こ と が 必要と なる 。 す なわ ち 、 XMLなど の 既 存の 形式の 背景に あ る モ デル を 理解す る だ け で なく 、 も し既 存

の モ デル に 限界が あ れ ば そ れ を 克服す る た め に 新た なモ デル を 創り 出す 必要が あ る 。

モ デル に つ い て 理解した り 、 新た に 創り 出した り す る た め に は 、 モ デル 化の 対象と 、 モ デル を 実現す る 計算

機 に つ い て の 深い 知識と 洞察が 必要に なる 。 写本を 扱 う 場合で あ れ ば 、 前者は 書誌学や 文字学、 文献学など の

知識と い う こ と に なろ う し、 後者は 離散数学や 形式言語理論、 符号化理論など の 計算機 科学の こ と で あ る 。

2 正規 表現

2.1 正規 表現と は 何か

正規 表現（ regular expression） と は 、 文字列の パ ター ン を 表記 す る 方法で あ る 。 例え ば 、 “あ あ あ ” と “い

い い ” と “う う う ” は 全く 異 なる 文字列で あ る が 、 “同じ 文字を 三回繰り 返して い る ” と い う パ ター ン は 同じ で

あ る 。 こ の よ う なパ ター ン は 、 正規 表現で あ れ ば 「 .{3}」 と い う 表記 で 表す こ と が で き る 。

正規 表現は 、 そ の 名前か ら も わ か る よ う に 正規 文法に 基 づ い て い る 。 た だ し厳密に 言え ば 、 多く の 処理系で

正規 文法で は カバ ー で き ない が あ れ ば 便利な表現を 拡張して 実装して い る の で 、 正規 文法内に 収ま る 正規 表現

処理系は ほ と ん ど ない 。

2.2 grep で 使う こ と が で き る 正規 表現

正規 表現に は 処理系に よ っ て 様々 な「 方言」 が 存在す る 。 以 下、 一 例と して 、 grep で 使う こ と が で き る 正規

表現に つ い て 概観 す る 。 grep の 正規 表現は 様々 な処理系の 中の 最小公倍数的なも の で あ る が 、 こ こ で あ げ ら

れ て い る も の が す べ て 他の 処理系で 使用可能と い う わ け で は ない 。

2.2.1 文字の 選択

正規 表現に お い て は 、 あ る 文字（ メ タ文字以 外） を 指定す れ ば 、 そ の 文字そ の も の を 表す 。

通常の 文字で は 表せ ない 文字列の パ ター ン は 、 メ タ文字を 用い る 。 メ タ文字に 使わ れ て い る 文字を 通常の 文

字と して 指定した い 場合に は 、 メ タ文字の 前に 「 \」 を 付け る 。 例え ば ピ リ オドを 指定した い 場合に は 「 \.」 と

す る 。

メ タ文字 内容

. 任意 の 一 文字

[char-list] [ ... ]内の ど れ か 一 文字

[:classname:] 文字クラ ス classname に 属す る 任意 の 一 文字

\w 文字と 数字と ア ン ダー スコア

\W 文字と 数字と ア ン ダー スコア 以 外

regexp|regexp 正規 表現の 選択

\w は 少しわ か り に く い が 、 英 語など の ア ル フ ァ ベ ットを 使う 言語に お け る 単語で 使わ れ る 文字の こ と で

あ る 。
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多く の 正規 表現処理系で は 、 下の よ う なクラ ス指定が 可能で あ る 。

クラ ス指定 内容

[:alnum:] ア ル フ ァ ベ ットと 数字

[:alpha:] ア ル フ ァ ベ ット

[:upper:] ア ル フ ァ ベ ットの 大文字

[:lower:] ア ル フ ァ ベ ットの 小文字

[:digit:] 数字

[:xdigit:] 16進数の 数字

[:punct:] 句読点類

[:space:] スペ ー ス、 タブ 、 改ペ ー ジ

[:blank:] 空白文字（ スペ ー ス、 タブ など ）

[:cntrl:] 制御文字

[:graph:] 印 字可能か つ 表示可能な文字

[:print:] 印 字可能な文字

こ の 中、 例え ば [:alpha:] は 、 [a-zA-Z] と 等価で あ る 。

正規 表現が ア メ リ カ生ま れ の た め か 、 先ほ ど の \w と 言い 、 こ こ で 挙げ ら れ て い る クラ スと 言い 、 英 語に 代

表さ れ る ア ル フ ァ ベ ット系言語に 便利なメ タ文字ば か り で あ り 、 漢 字文献を 扱 う も の に と っ て 有用そ う なも の

は ほ と ん ど 見ら れ ない 。

Perl 5.8 で は Unicode の 文字プ ロ パ ティ に 基 づ く メ タ文字が 利用可能と なっ て お り 、 漢 字や デー ヴ ァ ー

ナー ガリ ー など ア ジア の 古典で 使わ れ る 文字を 処理しや す い メ タ文字が 使え る よ う に なっ て き た 。 例え ば 、

\p{Han}と い う メ タ文字は 、 Unicode に 漢 字と して 登録さ れ て い る 任意 の 漢 字 1文字を 表す 。 文字プ ロ パ ティ

に つ い て は [6]、 文字プ ロ パ ティ を 用い た メ タ文字に つ い て は man perlunicode を 参照の こ と 。

2.2.2 繰り 返し

次に あ げ る も の は 、 パ ター ン の 繰り 返しを 指定す る た め の メ タ文字で あ る 。

メ タ文字 内容

* 0回以 上の 繰り 返し

+ 1回以 上の 繰り 返し

? 0、 1回の 繰り 返し

{n} n 回の 繰り 返し

{n,m} n 回以 上 m 回以 下の 繰り 返し

{n,} n 回以 上の 繰り 返し

(regexp) 正規 表現の グル ー プ 化

\1 \2 \3 \4 \5 \6 \7 \8 \9 後方参照

*、 +、 ?、 {n}、 {n,m}、 {n,} は 、 メ タ文字など で 書か れ た パ ター ン の 後ろ に 続け て 書く （ (regexp) の 後

に 書く こ と も で き る ）。 例え ば 「 あ {2,4}」 と い う 正規 表現は 、「 あ あ 」「 あ あ あ 」「 あ あ あ あ 」 に マ ッチす る 。
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後方参照*1と は 、 そ れ 以 前に マ ッチした パ ター ン を 指示す る メ タ文字で あ る 。 \1 は 、 そ れ 以 前の 1番目の

(regexp) を 指す 。 例え ば 、「 (.).\1.」 と い う 正規 表現は 、「 無念無想」「 ア イ ア イ 」 など の パ ター ン に マ ッチ

す る 。

2.2.3 位 置

次の メ タ文字は 、 文中の 位 置を 示す メ タ文字で あ る 。

メ タ文字 内容

^ 行の 先頭

$ 行の 末尾

\b 単語の 先頭ま た は 末尾

\B 単語の 途中

\< 単語の 先頭

\> 単語の 末尾

\b等は 、 英 語など の 分か ち 書き 言語を 前提と した メ タ文字で あ る 。

2.3 正規 表現の 問題点

漢 字文献に つ い て 言え ば 、 従来あ る 正規 表現で も 、 例え ば 、

(\p{Han})[^\1]\1[^\1]

と い う 具 合に 後方参照を 用い た 正規 表現を 用い れ ば 、 漢 語表現で よ く 用い ら れ る 「 無念無想」 と い う よ う なパ

ター ン を 抽出す る こ と が 可能で あ る 。 しか しなが ら 、 漢 文中に 見出さ れ る 表現上の パ ター ン は こ の よ う な単純

なも の だ け で は ない 。 例え ば 「 一 日千秋」 と い う 成語で あ れ ば 、

任意 の 漢 数字 . 任意 の 漢 数字 .

と い う 正規 表現が 書け れ ば （ 四角で 囲 ん だ 部分が 1文字分の メ タ文字を 表す 。 以 下同様）、 ヒ ットさ せ る こ と

が で き る で あ ろ う *2。 す なわ ち 、 文字そ の も の で は なく 文字の 属性に よ る パ ター ン マ ッチで あ る 。 こ の よ う な

用途に 対して は 、 文字クラ ス [ … ] を 用い る こ と で （ 煩瑣に なろ う が ） 比較 的容易 に 実現さ れ る で あ ろ う し、

Perl 5.8 で 実装さ れ た Unicode の プ ロ パ ティ を 指定で き る メ タ文字は 、 そ の よ う な考え 方を Unicode の 定義

す る 範囲 で サポ ー トした も の と 言っ て よ い 。 Unicode に は 残念なが ら 「 漢 数字」 と い う プ ロ パ ティ は ない が 、

Perl 5.8 で あ れ ば 簡 単なスクリ プ トを 追加す る こ と で 容易 に 拡張が 可能で あ る 。

も っ と も 、 こ れ で も ま だ 柔軟性に 欠き 、 古典テキストの 分析に は 不十分で あ る 。 例え ば 「 春眠暁 を 覚 え ず 」

で 有名な孟浩然の 漢 詩は 、

春眠不覺曉

處處聞啼鳥

夜來風雨 聲

*1 backreference の 訳語に つ い て は ゆ れ が あ る が 、 こ こ で は 「 後方参照」 と す る 。 [1]日本語訳 p. 19 の 訳注参照。
*2 厳密に 言え ば 、 こ の 正規 表現で は 「 一 二三四」 など の 意 図しない 文字列に も ヒ ットして しま う の で 、 実際に は Perl 的に 書け ば

「 \p{漢 数字}\P{漢 数字}\p{漢 数字}\P{漢 数字}」 など と しなけ れ ば なら ない だ ろ う 。
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花落知多少

で あ る が 、 各詩句の 最後の 文字（ 曉、 鳥、 聲、 少） の 韻の パ ター ン を 調べ る と 「 ○ ○ ● ○ 」 と なっ て い る 。 こ

の よ う な韻を 踏む と い う 作法は 、 言う ま で も なく 作詩す る 上で の も っ と も 基 本的なル ー ル で あ る 。 こ れ と 同形

式の 韻文を 、 改行も 句読点も ない ま っ た く の 白文か ら 抽出しよ う と す る 場合、

.{4}(.).{4} 一 番目の 丸 括 弧の 文字と 同じ 韻の 文字 .{4} 一 番目の 丸 括 弧の 文字と 異 なる 韻の 文字

.{4} 一 番目の 丸 括 弧の 文字と 同じ 韻の 文字

の よ う に 、 文字の 属性を 参照可能な後方参照メ タ文字が 必要と なっ て く る 。 同様に 、

.(.). 一 番目の 丸 括 弧の 文字と 同じ 意 味の 文字

と い う 正規 表現で 「 何因 何縁 」 など の よ う な定型表現を 抽出した り す る 用途など が 考え ら れ る 。 こ れ ま で 気 づ

く こ と の なか っ た パ ター ン を 発見す る こ と が で き れ ば 、 テクスト解釈の 新た な可能性を 開け て く る こ と か ら 、

こ の よ う な後方参照は 漢 字文献の 分析に 資す る と こ ろ が 多い よ う に 思わ れ る 。

しか し、 現在あ る 正規 表現に お け る 後方参照は 文字コー ドに 依 存した も の で あ る た め 、 こ の よ う なパ ター ン

マ ッチを 実現す る こ と は 困難で あ る 。 原因 は 正規 表現で は なく 、 た っ た ひ と つ の 数字だ け で 形・ 音・ 義 を 持つ

文字を 表そ う と す る 文字コー ドの 貧弱さ に あ る 。

こ れ を 克服す る に は 、 文字コー ドか ら の 脱却 が 必要で あ る 。 CHISE プ ロ ジェクト*3を 参照の こ と 。 ま た 、

CHISE プ ロ ジェクトに 基 づ く 正規 表現の 拡張に つ い て は 、 [3] を 参照の こ と 。

3 XML文書の 操作

3.1 XML の 背景に あ る モ デル

XML は 拡張文脈自由文法（ Context Free Grammer） に 基 づ い て い る た め 、 処理も ま た そ の 制限の 中に

あ る 。

そ の ほ か 、 XML に つ い て は 様々 な問題点が 指摘さ れ て い る 。 こ こ で は 、 [4]、 [5] を あ げ る に と ど め る 。

3.2 操作の 種類

XML文書に 対して は 、 現在、 以 下の よ う な操作方法が 主流で あ る 。

1.（ リ ッチな） プ レ ー ン テキストと して の 操作（ エディ タに よ る 編集、 grep に よ る 検索など ）

2. プ ロ グラ ミ ン グ言語に よ る 操作

（ a） 自力（ 正規 表現に よ る 置換 など ）

（ b） 標準 API等の 利用

3. DBMS に よ る 操作

（ a） XMLネイ ティ ブ DBMS*4

*3 http://www.kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/projects/chise/

*4 DBMS: Database Management System の 略。 デー タベ ー スを 管 理す る た め の システム 。
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（ b） RDBMS*5

こ の う ち 、 1 と 2a に つ い て は 、 正規 表現を 含 む 多く の 検索・ 置換 システム の ほ と ん ど が 、 テキストを 行単位

で 処理す る た め 、 XML の 要素の 単位 で 処理す る こ と は 意 外と 面倒で あ る 。 例え ば 、 タグを 、

<p class="hoge"

>ほ げ ほ げ </p>

の よ う に 書く こ と は 珍しく ない た め 、 普通の テキストエディ タの 置換 機 能など で は 処理す る こ と は 不可能に 近

い 。 Perlなど の スクリ プ ト言語で 、 正規 表現を 用い て 処理を しよ う と い う 場合に は 、 す べ て の 行を つ ない で か

ら 処理を す る など の 工夫が 必要で あ る 。

3.3 標準的 API を 利用した 操作

プ ロ グラ ミ ン グ言語に よ る 操作は 、 W3C*6など が 提案 、 提供す る API*7や 、 XML 操作言語を 利用す る 方

が 、 開発も 早く 効率的で あ る 。

現在、 以 下の よ う な API や 言語が よ く 使わ れ て い る 。

• DOM*8

• SAX*9

• XSL*10

– XSLT*11

– XPath*12

– XSL-FO*13

DOM と SAX は 、 XML の ツリ ー 構造に 対す る プ ロ グラ ミ ン グが 可能な API で あ り 、 スタン ダー ドな位 置

を 占め て い る 。 DOM は 、 XML文書全体の ツリ ー 構造を メ モ リ 上に 構築す る の で 、 文書の ど の 位 置に で も 自

由に ア クセスで き る 利点が あ る が 、 メ モ リ 効率や 処理速度の 面で 若干 不利で あ る 。 一 方 SAX は 、 XML文書

を 先頭か ら 順に 読み込ん で い き なが ら 処理す る た め 、 DOM の よ う な自由度は ない も の の 、 省メ モ リ か つ 高速

に 処理で き る 。

XSL は 「 スタイ ル シー ト」 と あ る こ と か ら も わ か る よ う に 、 画面表示や 印 刷など を 意 識した 言語で あ る が 、

特に XSLT は 、 一 般的な XML文書の 変形に 用い ら れ る よ う に なっ て い る 。

*5 Relational Database Management System の 略。 Microsoft Access や PostgreSQLなど 、 関 係デー タベ ー ス（ 関 係＝ 表に 基

づ く デー タベ ー ス） を 管 理す る た め の システム 。

*6 World Wide Web Consortium; http://www.w3.org/
*7 Application Program Interface; あ る プ ラ ットフ ォー ム 向け の ソフ トウ ェア を 開発す る 際に 使用で き る 命令や 関 数の 集合の こ

と 。 ま た 、 そ れ ら を 利用す る た め の プ ロ グラ ム 上の 手続き を 定め た 規 約の 集合。 個々 の ソフ トウ ェア の 開発者が ソフ トウ ェア の 持

つ す べ て の 機 能を プ ロ グラ ミ ン グす る の は 困難で 無駄が 多い た め 、 多く の ソフ トウ ェア が 共通して 利用す る 機 能は 、 OS や ミ ドル

ウ ェア など の 形で ま と め て 提供さ れ て い る 。 個々 の 開発者は 規 約に 従っ て そ の 機 能を 「 呼び 出す 」 だ け で 、 自分で プ ロ グラ ミ ン グ

す る こ と なく そ の 機 能を 利用した ソフ トウ ェア を 作成す る こ と が で き る 。（ IT用語辞典、 http://e-words.jp/w/API.html）

*8 Document Object Model; http://www.w3.org/DOM/
*9 Simple API for XML; http://www.saxproject.org/

*10 Extensible Stylesheet Language; http://www.w3.org/Style/XSL/
*11 XSL Transformations; http://www.w3.org/TR/xslt
*12 XML Path Language; http://www.w3.org/TR/xpath
*13 XSL Formatting Objects; http://www.w3.org/TR/xsl/
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こ れ ら は 、 様々 なプ ロ グラ ム 言語、 スクリ プ ト言語の た め の イ ン ター フ ェー スが 開発、 公開さ れ て い る 。

3.4 Perl に よ る DOM プ ロ グラ ミ ン グ

3.4.1 特定の 名前の 要素の 内容を 取り 出す

■ XML文書（ 0251.xml）

<?xml version="1.0"?>

<sutra>

<title>般若波羅蜜多心經</title>

<translator>唐三藏法師<person type="chinese">玄奘</person>譯</translator>

<body>

<paragraph><person type="bodhisattva">觀自在菩薩</person>。 行深般若波羅蜜多時。 照見五

蘊皆空。 度一 切苦 厄。 <person type="indian">舍利子</person>。 色不異 空。 空不異 色。 色即是空。

空即是色。 受想行識亦復如是。 <person type="indian">舍利子</person>。 是諸法空相。 不生不滅。

不垢不淨不増不減。 是故空中。 無色。 無受想行識。 無眼 耳鼻舌身意 。 無色聲香味觸法。 無眼 界。 乃至無

意 識界。 無無明。 亦無無明盡。 乃至無老死。 亦無老死盡。 無苦 集滅道。 無智亦無得。 以 無所得故。 菩

提薩&#x57F5;。 依 般若波羅蜜多故。 心無&#x7F63;礙。 無&#x7F63;礙故。 無有恐怖。 遠離顛倒夢想。

究 竟涅槃。 三世諸佛。 依 般若波羅蜜多故。 得阿 耨多羅三藐三菩提。 故知般若波羅蜜多。 是大神咒。 是大

明咒是無上咒。 是無等等咒。 能除一 切苦 。 眞實不虚故。 説般若波羅蜜多咒。 即説咒曰</paragraph>

<dharani>掲帝掲帝　 般羅掲帝　 般羅僧掲帝菩提僧莎訶</dharani>

</body>

<title>般若波羅蜜多心經</title>

</sutra>

■ スクリ プ ト例

use XML::DOM;

$parser = new XML::DOM::Parser;

$doc = $parser->parsefile ("0251.xml");

$nodes = $doc->getElementsByTagName("person");

$n = $nodes->getLength;

for $i (0 .. $n - 1) {

$node = $nodes->item($i);

$value = $node->getFirstChild()->getData();

$href = $node->getAttributeNode("type");

print $href->getValue, "\t", $value, "\n";

}
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$doc->dispose;

■ 結果

chinese 玄奘

bodhisattva 觀自在菩薩

indian 舍利子

indian 舍利子

3.4.2 特定の 値の 属性を 持つ 要素の 内容を 取り 出す

■ XML文書（ scenario.xml）

<?xml version="1.0"?>

<scenario>

<dialogue who="太郎冠 者">「 ま だ 、 ZOILIA の 土を 踏む に は 、 一 週間 以 上か か り ま しょ う 。 私は 、 も

う 、 船が 飽き 飽き しま した 。」 </dialogue>

<dialogue who="次郎冠 者">「 ゾイ リ ア ---で す か 。」 </dialogue>

<dialogue who="太郎冠 者">「 さ よ う 、 ゾイ リ ア 共和国で す 。」 </dialogue>

<dialogue who="次郎冠 者">「 ゾイ リ ア と 云う 国が あ り ま す か 。」 </dialogue>

</scenario>

■ スクリ プ ト例

use utf8;

use Encode;

use XML::DOM;

$parser = new XML::DOM::Parser;

$doc = $parser->parsefile ("scenario.xml");

$root = $doc->getDocumentElement();

$nodes = $doc->getElementsByTagName("dialogue");

$n = $nodes->getLength;

for $i (0 .. $n - 1) {

$node = $nodes->item($i);

$who = decode(’utf-8’, $node->getAttributeNode("who")->getValue);

if ($who eq "太郎冠 者") {

print $node->toString, "\n";

}

}
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$doc->dispose;

■ 結果

<dialogue who="太郎冠 者">「 ま だ 、 ZOILIA の 土を 踏む に は 、 一 週間 以 上か か り ま しょ う 。 私は 、 も

う 、 船が 飽き 飽き しま した 。」 </dialogue>

<dialogue who="太郎冠 者">「 さ よ う 、 ゾイ リ ア 共和国で す 。」 </dialogue>

3.5 DBMS に よ る 操作

DBMS を 用い て XML を 操作す る 方法が あ る 。 上記 の 方法と 比べ て 、 スケー ラ ビ リ ティ 、 処理速度、 堅牢

性、 複数ユ ー ザへ の 対応など の 面に お い て 有利な点が 多い 。 こ こ で は い く つ か の 製品名を 紹介す る に と ど め

る *14。

1. XMLネイ ティ ブ DBMS

• NeoCore XMS

• Tamino

• Sonic XIS

• EsTerra XSS

• Apache Xindice

2. RDBMS

• Microsoft SQL Server 2000

• DB2 Universal Database

• Sybase Adaptive Server Enterprise

• Oracle XML DB

XMLネイ ティ ブ DBMS は 、 半構造的なデー タを 扱 え る XML の ツリ ー 構造を そ の ま ま 扱 え る 利点が あ る

が 、 ま だ 新しい 技術で あ る た め 、 スケー ラ ビ リ ティ 、 処理速度、 堅牢性、 複数ユ ー ザへ の 対応など の 面で は

RDBMS に 一 日の 長が あ る 。

一 方、 RDBMS に よ る XML の 操作は 、 上記 の 利点の ほ か に も 既 存の RDB と の 連携が と り や す い など の 利

点が あ る が 、 デー タ構造の 制限が XMLネイ ティ ブ DBMS よ り も き つ い 場合が 多く 、 文書型の XML を 扱 う

に は 不利な場合が あ る *15。
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